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1 
 

『『
温温
もも
りり
のの
ああ
るる
陶陶
器器
』』  

衛
1 

 

棚
田
（
花
岡
）
ま
ゆ
み 

横
浜
に
来
て
、
半
世
紀
。
友
人

の
作
品
展
に
誘
わ
れ
て
行
き
、
ど

の
作
品
も
温
か
く
、
優
し
さ
に
あ

ふ
れ
て
い
る
の
を
見
て
直
ぐ
に
入

会
し
ま
し
た
。
南
足
柄
に
あ
る
古

刹
大
雄
山
最
乗
寺
の
山
門
の
脇
に

あ
る
「
円
居
窯
」
。
教
室
の
あ
る

時
は
湘
南
の
海
を
左
手
に
、
富
士

山
を
眺
め
な
が
ら
２
時
間
の
ド
ラ

イ
ブ
、
爽
快
で
す
。
ま
た
、
先
生

は
や
さ
し
く
、
伸
び
伸
び
作
品
を

創
作
出
来
ま
す
。
今
休
ん
で
い
る

け
れ
ど
ま
た
行
こ
う
か
な
。 

 

次
号 

古
池
（
三
宅
）
潔
子
（
推
） 

『『
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
とと
私私
』』  

衛
２ 

 

根
津
（
遠
藤
）
和
子 

と
う
に
退
職
し
た
私
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
流
行
は
余
り
影
響
あ
り

ま
せ
ん
が
、
孫
た
ち
は
「
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
」
と
か
「
黙
食
」
と
か
、

若
い
人
達
に
は
気
の
毒
な
生
活
で

す
。
今
の
私
が
で
き
る
こ
と
は
感

染
し
な
い
様
、
気
を
つ
け
る
こ
と

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
赤
い
バ
ナ
ナ
が
な
っ
て

い
る
よ
う
な
こ
の
写
真
は
な
ん
で

し
ょ
う
。
近
所
の
生
田
緑
地
公
園

で
見
つ
け
た
ツ
チ
ア
ケ
ビ
蘭
の
果

実
で
す
。
こ
ん
な
珍
し
い
植
物
も

見
ら
れ
る
こ
の
公
園
は
私
の
大
好

き
な
散
歩
コ
ー
ス
の
一
つ
で
す
。  

次
号 

小
木
曽
（
山
口
）
栄
子 

  

『『
おお
気気
にに
入入
りり
のの
場場
所所
』』  

衛
３ 

松
本
（
町
田
）
信
子 

１
９
９
８
年
、
長
野
冬
期
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
閉
会
式
が
行
わ
れ

た
ス
タ
ジ
ア
ム
を
覚
え
て
い
ま

す
か
。
現
在
そ
こ
は
様
々
な
ス
ポ

ー
ツ
施
設
が
整
備
さ
れ
た
緑
豊

か
な
広
い
公
園
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
も
プ
ー
ル
棟
に
通
い
充
実

し
た
楽
し
い
時
を
過
ご
し
健
康

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
四
季
を

通
し
て
花
々
が
咲
く
公
園
は
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
私
の
お
気

に
入
り
の
場
所
で
す
。 

 

次
号 

平
野 

孝
明 

『『
普普
通通
にに
見見
ええ
るる
幸幸
せせ
』』  

衛
４ 

 

川
上 

由
行 

一
昨
年
に
右
目
「
黄
斑
円
孔
」

の
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

ご
存
じ
で
し
た
か
？ 

私
の
よ

う
に
片
目
に
な
っ
て
も
、
見
え
る

目
が
視
力
0.7
以
上
、
左
右
視
野

１
５
０
度
以
上
で
免
許
更
新
は

Ｏ
Ｋ
な
の
で
す
。
運
転
し
な
い
よ

う
に
、
と
主
治
医
は
釘
を
刺
し
ま

す
が
、
高
齢
者
講
習
も
受
講
し
免

許
更
新
し
ま
し
た
。
「
普
通
に
見

え
る
幸
せ
」
を
懐
か
し
ん
で
も
遅

い
で
す
。
皆
さ
ん
、
目
を
大
切

に
！ 

 

次
号 

高
村
（
古
川
）
純
子
（
推
）  

『『
私私
のの
おお
気気
にに
入入
りり
』』  

衛
5 

滝
澤 

洋
子 

最
近
、
ゴ
ル
フ
は
密
に
な
り
に

く
く
健
康
的
に
体
を
動
か
せ
る

と
愛
好
者
が
増
え
て
い
る
と
か
。

私
も
機
会
あ
る
ご
と
に
出
掛
け

て
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
が
青
空
に
向

か
っ
て
飛
ん
で
い
く
時
は
爽
快

で
す
。
四
季
折
々
の
景
色
、
賑
や

か
な
鳥
や
蝉
の
声
な
ど
を
楽
し

み
な
が
ら
、
ス
コ
ア
に
一
喜
一
憂

し
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
は
朝

の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
田
や

畑
が
広
が
る

道
を
、
季
節

の
風
景
を
感

じ
な
が
ら
、

元
気
出
し
て

歩
い
て
い
ま

す
。 

 次
号 

岡
野
（
土
田
）
章
子 

長野オリンピックスタジアムが建つ 
南長野運動公園 

 ドッグワールドと大鉢 

ネモフィラが庭の片隅で見事に
咲き誇ってくれました 

ツチアケビ蘭の果実 

 

 道端の花 
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2 
 

『『
私私
のの
おお
気気
にに
入入
りり
』』  

臨
2 

亀
井
（
塩
崎
）
あ
つ
子 

昨
秋
か
ら
誘
わ
れ
て
お
茶
の

稽
古
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
昔
、

初
め
て
の
職
場
で
は
温
か
な
良

き
先
輩
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

お
一
人
、
熊
谷
俊
子
さ
ん
に
勧
め

ら
れ
、
ほ
ん
の
数
か
月
茶
道
教
室

に
一
緒
に
通
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
今
ま
た
思
い
が
け
ず

60
も
超
え
て
の
手
習
い
に
頭
も

体
も
ぐ
る
ぐ
る
バ
タ
バ
タ
で
す

が
、
程
よ
い
緊
張
感
と
季
節
を
感

じ
る
お
茶
の
世
界
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

 

次
号 

小
林
（
田
中
）
貞
子
（
推
） 

『『
ササ
ッッ
クク
スス
吹吹
いい
てて
まま
すす
。。』』  

短
2 

松
原 

由
枝 

楽
器
経
験
ゼ
ロ
の
私
が
突
然

サ
ッ
ク
ス
を
習
い
始
め
た
の
が

10
年
前
。「
大
人
の
音
楽
教
室
」

か
ら
先
生
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
に

移
り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
ジ
ャ
ズ
、

今
は
ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
に
四
苦

八
苦
で
す
。 

 
コ
ロ
ナ
禍
で
「
教
室
」
は
何
度

も
お
休
み
に
な
り
ま
し
た
が
、
個

人
レ
ッ
ス
ン
は
大
丈
夫
。
常
に

「
上
達
」
よ
り
も
「
継
続
」
重
視

で
す
が
。 

 

  

次
号 

齋
藤
（
三
室
）
睦
子 

『『
私私
のの
おお
気気
にに
入入
りり
』』  

短
3 

長
瀬
（
安
東
）
幸
子 

映
画
化
さ
れ
る
小
説
の
原
作

を
読
む
こ
と
が
、
お
気
に
入
り
で

す
。
本
屋
大
賞
の
作
品
が
多
い
で

す
ね
。
キ
ャ
ス
ト
が
発
表
さ
れ
て

い
る
為
、
登
場
人
物
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
、
読
ん
で
い
て
も
ス
ト
ー
リ

ー
に
入
っ
て
い
き
や
す
い
で
す
。

私
の
住
む
中
津
川
市
近
郊
に
は

映
画
館
が
な
く
、
上
映
中
は
見
に

行
け
な
い
の
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

次
号 

稲
石 

幸
子 

『『
今今
のの
現現
状状
にに
感感
謝謝
』』  

短
５ 

土
屋
（
保
科
）
敦
子 

私
は
り
ん
ご
、
桃
、
そ
し
て
今

注
目
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
仕

事
は
コ
ロ
ナ
禍
に
は
影
響
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
仲
間
と
の
情
報
の
交

換
の
場
が
な
く
な
り
、
さ
み
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
失
敗
し
て
学
ぶ

こ
と
の
多
い
仕
事
で
す
が
、
頭
と

体
を
使
い
、
そ
し
て
欲
が
あ
る
の

で
が
ん
ば
れ
る
今
の
生
活
が
お

気
に
入
り
で
す
。
生
涯
現
役
で
が

ん
ば
る
の
が
、
今
の
目
標
で
す
。 

  

      

次
号 

荻
原 

毅
（
推
） 

『『
近近
くく
のの
堤堤
防防
』』  

短
６ 

古
平
（
丸
田
）
英
子 

犬
の
散
歩
で
毎
日
行
く
堤
防

が
お
気
に
入
り
の
場
所
で
す
。
定

点
観
測
の
楽
し
み
は
、
季
節
の
移

り
変
わ
り
や
思
い
が
け
な
い
生

き
物
と
の
出
会
い
（
狐
、
雉
、
蛇
、

人
と
か
）
を
五
感
で
味
わ
え
る
こ

と
。
と
浸
る
主
に
は
お
構
い
な
し

に
、
犬
は
す
た
す
た
先
を
行
き
ま

す
。
近
々
始
ま
る
数
年
に
及
ぶ
改

修
工
事
を
見
届
け
る
つ
も
り
で

す
。 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
号 

池
田
（
丸
田
）
寿
世
（
推
） 

映画化された原作本です 

 

堤
防
で
く
ん
活
中 

七夕茶事 

愛
し
い
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
８
２
Ｚ 
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3 
 

『『
岡岡
林林
信信
康康  

知知
っっ
てて
まま
すす
かか
』』  

短
7 

田
畑
（
平
田
）
尚
美 

医
療
法
人
慈
恵
会
西
田
病
院 

 

約
１
年
半
前
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ

ィ
ン
で
聴
い
た
歌
声
と
歌
詞
に

「
こ
の
人
誰
や
ね
ん
」
と
魅
了
さ

れ
、
彼
の
古
い
Ｃ
Ｄ
を
買
い
、
既

に
絶
版
と
な
っ
て
い
る
彼
の
本

を
必
死
に
探
し
、
こ
の
度
ほ
ぼ
全

巻
揃
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
約

50
年
前
の
彼
は
「
フ
ォ
ー
ク
の

神
様
」、
今
や
75
歳
・
田
舎
で
農

作
業
を
す
る
お
っ
さ
ん
で
す
が

私
の
中
で
は
激
ラ
ブ
で
す
。 

あ
ー
会
い
た
い
。 

 

  

次
号 

小
林
（
吉
村
）
厚
子 

『『
愛愛
犬犬  

ミミ
ミミ
』』  

短
８ 

吉
井
（
鈴
木
）
充
恵 

３
月
末
、
ミ
ミ
の
排
便
が
緩
い

の
で
消
化
不
良
と
思
い
受
診
。
携

帯
に
主
治
医
か
ら
の
電
話
。
「
大

変
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
肝
癌
で

か
な
り
の
大
き
さ
、
手
術
で
き
る

レ
ベ
ル
で
は
な
い
。
余
命
１
か
月

か
ら
半
年
。
」
予
想
も
し
な
い
結

果
。
1４
歳
で
も
元
気
だ
し
、
ま

だ
ま
だ
一
緒
に
い
ら
れ
る
と
思

っ
て
い
た
。
家
族
と
話
し
合
い
、

毎
週
末
、
松
本
城
、
ア
ル
プ
ス
公

園
、
運
動
公
園
、
城
山
公
園
・
・

出
掛
け
て
遊
ん
だ
。
気
持
ち
よ
さ

そ
う
に
歩
く
ミ
ミ
。
散
歩
い
っ
ぱ

い
で
き
て
よ
か
っ
た
ね
。 

 

次
号 

力
石
（
柳
沢
）
智
子 

『『
音音
楽楽
とと
韓韓
流流
ドド
ララ
ママ
』』  

短
９ 

樋
口
（
松
村
）
ま
り
子 

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
き
た

ら
、
そ
の
時
々
の
気
分
に
合
わ
せ

た
音
楽
を
聴
い
て
気
分
転
換
し

て
ま
す
。
殆
ど
が
、
娘
が
聴
い
て

い
る
の
を
聴
い
て
好
き
に
な
っ

た
も
の
で
す
が
・
・
・
特
に

B
U

M
P

 O
F

 C
H

IC
K

E
N

に
は

癒
さ
れ
て
ま
す
。 

韓
流
ド
ラ
マ
に
ど
っ
ぷ
り
浸

か
っ
て
、
し
ば
し
現
実
逃
避
す
る

の
も
お
う
ち
時
間
と
し
て
は
最

高
で
す
。 

 

次
号 

佐
藤
（
青
木
）
紀
子 

『『
古古
いい
布布
かか
らら
』』  

短
10 

北
村
（
横
田
）
益
子 

買
い
物
時
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を

使
う
機
会
が
増
え
た
こ
と
も
あ

り
、
着
な
く
な
っ
た
服
や
壊
れ
た

傘
の
布
を
利
用
し
て
バ
ッ
グ
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
役
割
を
終
え

た
か
と
思
え
る
物
（
布
）
か
ら
、

新
た
に
使
え
る
物
が
出
来
上
が

る
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。 

進
み
つ
つ
あ
る
老
眼
、
そ
し
て

不
器
用
な
私
の
す
る
こ
と
、
細
部

の
仕
上
が
り
は
・
・
・
？ 

そ
れ

で
も
買
い
物
等
で
使
っ
て
い
ま

す
。 

 

次
号 

大
森 

香
里
（
推
） 

『『
私私
のの
おお
気気
にに
入入
りり
』』  

短
11 

青
海
（
中
尾
）
佐
代
美 

私

の

お

気

に

入

り

は

旅

行
・
・
・
と
言
い
た
い
所
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ
も
な
か
な
か

出
来
ず
、
最
近
の
私
の
お
気
に
入

り
は
花
を
見
に
出
掛
け
る
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
お
勧
め
は
、

地
元
三
重
の
鈴
鹿
の
森
庭
園
の

梅
で
す
。
し
だ
れ
梅
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
は
圧
巻
で
、
一
見
の
価
値
あ

り
で
す
。
開
花
の
時
期
に
お
近
く

に
来
ら
れ
た
方
は
、
一
度
見
に
行

っ
て
み
て
下
さ
い
。 

 

次
号 

矢
崎
（
秋
田
）
和
美 

鈴鹿の森庭園のしだれ梅 

大小いろいろ 

私とミミがアルプス公園
で走っているところ 

 

娘から借りた CD アルバム 

メ
ル
カ
リ
で
買
っ
た
本
の
中
に 

な
ん
と
直
筆
サ
イ
ン
本
！ 



4

 

4 
 

『『
自自
転転
車車
』』  

短
12 

鶴
田
（
北
沢
）
直
美 

 

子
育
て
も
終
わ
り
買
い
物
な

ど
に
乗
っ
て
い
た
自
転
車
を
ク

ロ
ス
バ
イ
ク
に
買
い
替
え
ま
し

た
。
遠
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
ス
ト

レ
ス
を
解
消
す
る
た
め
に
、
地
元

を
走
っ
て
ま
す
。
い
つ
も
な
が
ら

の
風
景
だ
っ
た
琵
琶
湖
が
、
夕
陽

に
照
ら
さ
れ
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
に
き
れ
い
だ
っ
た

ん
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。 

風
を
切
る
疾
走
感
も
た
ま
り

ま
せ
ん
。 

  

 

次
号 

佐
藤
（
黒
岩
）
士
保
子
（
推
） 

『『
娘娘
のの
ココ
ンン
クク
ーー
ルル
』』  

短
15 

高
橋
（
塩
野
入
）
美
和 

中
学
一
年
生
の
末
娘
が
吹
奏

楽
部
で
頑
張
っ
て
い
る
。
試
合
の

勝
っ
た
負
け
た
の
ハ
ラ
ハ
ラ
の

応
援
と
は
違
い
、
屋
内
で
ゆ
っ
た

り
と
音
楽
を
聴
け
る
癒
し
。
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
感
染
レ
ベ
ル
が
上

が
っ
て
自
校
の
演
奏
し
か
聴
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
鳥
肌

が
立
つ
ほ
ど
の
感
動
だ
っ
た
。
ど

ん
な
環
境
に
あ
っ
て
も
子
ど
も

は
頑
張
っ
て
い
る
。
久
し
ぶ
り
の

ホ
ー
ル
で
の
鑑
賞
、
音
楽
の
素
晴

ら
し
さ
を
再
確
認
で
き
た
。 

 

次
号 

小
神
田
（
杉
本
）
京
子
（
推
） 

『『
まま
ささ
かか
のの
おお
気気
にに
入入
りり
????
』』  

短
16 

上
垣
外
（
小
林
）
明
子 

会
議
や
学
会
が 

 
 
 

に
な

っ
た
こ
と
で
、
家
に
い
る
時
間
が

少
し
増
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

娘
が
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
は
ま
り
Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
流
れ
る
毎
日
。
不
覚
に
も
私

ま
で
も
が
13
人
の
メ
ン
バ
ー
の

顔
と
名
前
が
一
致
す
る
に
至
り
、

お
気
に
入
り
の
順
番
が
つ
け
ら

れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
料
理
中
・
掃
除
中
・
う
た

た
寝
中
・
・
・
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
流
れ
る
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
嫌
で

は
な
い
毎
日
。 

 

次
号 

阪
上
（
金
谷
）
恵
美
（
推
） 

『『
卓卓
球球
・・
ララ
ーー
ジジ
ボボ
ーー
ルル
にに
夢夢
中中

でで
すす
』』  

短
17 

岩
岡
（
茂
木
）
秀
子 

松
本
市
医
師
会
検
査
健
診
セ
ン
タ
ー 

卓
球
は
も
と
も
と
中
学
・
高
校

で
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
息
子

の
部
活
を
き
っ
か
け
に
20
何
年

ぶ
り
に
始
め
ま
し
た
。
今
で
は
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
、
大
会
に
出
た
り

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
発
散
と
体
力
づ
く
り
に

は
と
て
も
よ
い
で
す
。
ま
た
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
は
、
歳
を
と
っ
て
も
で

き
る
の
で
一
生
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？  

次
号 

九
里
（
村
井
）
美
紀 

『『
音音
楽楽
活活
動動
にに
感感
謝謝
』』  

短
18 

平
松
（
日
比
）
博
子 

ト
ヨ
タ
記
念
病
院 

同
僚
に
誘
わ
れ
会
社
の
吹
奏

楽
団
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い

て
い
ま
す
。
仕
事
、
家
事
な
ど
と

の
時
間
の
や
り
く
り
は
大
変
で

す
が
会
社
の
仲
間
が
い
る
の
で

頑
張
れ
ま
す
。
定
期
演
奏
会
、
会

社
行
事
、
野
球
応
援
な
ど
忙
し
く

活
動
し
て
い
ま
し
た
が
２
０
２

０
年
か
ら
は
活
動
が
思
う
よ
う

に
で
き
ず
最
近
配
信
用
に
演
奏

会
を
撮
影
し
ま
し
た
。
近
日
公
開

予
定→

Y
o
u

T
u

b
e

：
ト
ヨ
タ
自

動
車
株
式
会
社
吹
奏
楽
団 

 

次
号 

山
口
（
新
川
）
智
美 

保護者限定演奏会 

娘へのプレゼント（総額 10 万円超） 

愛
車
で
す 

女子ソフト応援にて 

背番号７が私 

松本市医師会は 2021 年 4 月
に移転し名称も変わりました 

W
e
b



5

 

5 
 

『『
眼眼
にに
やや
ささ
しし
くく
』』  

短
19 

早
嵜 

邦
子 

「
コ
ロ
ナ
と
共
に
」
の
生
活
も

２
年
目
。
研
修
会
、
会
議
は
全
て 

 
 
 
  

  

上
で
行
わ
れ
、
細
か
な
連

絡
は
メ
ー
ル
と
ラ
イ
ン
頼
み
に

な
り
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
は

眼
が
疲
れ
ま
す
。 

こ
の
グ
ラ
ス
達
は
Ｕ
Ｖ
と
パ

ソ
コ
ン
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を
か

な
り
カ
ッ
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
以

前
は
手
術
室
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
業
務
の
み
に
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
生
活
必
需
品
と
な

り
ま
し
た
。 

 

次
号 

松
浦 

仁
美 

『『
私私
のの
おお
気気
にに
入入
りり
』』  

短
20 

北
平
（
谷
内
田
）
智
子 

職
場
で
一
日
中
流
れ
て
い
る

の
が
き
っ
か
け
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

外
出
の
機
会
が
減
っ
た
事
も
あ

り
、
家
で
も
ラ
ジ
オ
を
聴
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
音
だ
け
な
の
で

聴
き
な
が
ら
何
で
も
出
来
る
の

が
ラ
ジ
オ
の
良
い
所
。
た
ま
に
メ

ー
ル
を
送
っ
て
は
読
ま
れ
る
か

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
全
国
の

様
々
な
番
組
を
聴
い
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。 

 

 

次
号 

牧
野 

智
美
（
推
） 

『『
動動
画画
配配
信信
ササ
ーー
ビビ
スス
』』  

短
22 

藤
澤
（
杉
山
）
有
紀 

動
画
配
信
で
、
ド
ラ
マ
、
映
画
、

ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。 

 

息
子
が
出
場
し
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
は
、
松
本
市
で
の
開
催
で
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
、
無
観
客
に
。

ラ
イ
ブ
配
信
で
の
応
援
と
な
り

ま
し
た
。 

 

娘
と
は
、
娘
の
大
好
き
な

N
iz

iU

の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
や
ラ
イ
ブ
配
信
を
見
て
、
一
緒

に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

次
号 

後
藤
（
木
村
）
磨
希 

『『
子子
供供
のの
ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
』』  

短
24 

武
田
（
網
頭
）
泉 

私
が
い
ま
一
番
楽
し
い
と
思

え
る
こ
と
は
、
子
供
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
で
す
。
昨
年
か
ら
ス
ポ
少
に

入
り
、
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い
く

姿
を
み
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
も
元

気
が
も
ら
え
ま
す
。
私
自
身
は
体

を
動
か
す
習
慣
も
な
く
子
供
の

練
習
相
手
に
も
な
り
ま
せ
ん
が
、

口
だ
け
は
自
然
と
出
て
し
ま
い

鬱
陶
し
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
る
姿
を

応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

 

  

次
号 

林
（
清
水
）
由
紀
子 

『『
家家
庭庭
菜菜
園園
』』  

  

短
25 

高
波
（
塚
原
）
明
子 

学
生
時
代
か
ら
都
会
暮
ら
し

に
全
く
憧
れ
が
な
い
私
で
す
が
、

今
は
東
京
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

２
児
の
母
と
な
り
仕
事
の
ス
ト

レ
ス
は
子
供
で
癒
し
、
子
供
の
ス

ト
レ
ス
は
仕
事
で
癒
し
て
い
ま

す
（
笑
）
。
小
さ
な
畑
を
借
り
て

家
庭
菜
園
も
始
め
ま
し
た
。
子
供

と
一
緒
に
～
！
と
始
め
た
家
庭

菜
園
で
す
が
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
の
土
い
じ
り
は
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
！ 

 

次
号 

清
水
（
宇
原
）
美
帆
（
推
） 

インターハイ出場 

収穫できると喜びもひとしお (^^♪ 

薄暗い世界も素敵 

 

ラ
ジ
オ
で
貰
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
の
一
部 

目
指
せ
２
回
戦
突
破
！ 

W
e
b
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『『
宿宿
根根
草草
』』  

短
26 

野
口
（
中
村
）
友
香 

自
宅
の
庭
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
様
々
な
草

花
を
混
植
す
る
の
が
好
み
で
す

が
、
最
近
特
に
気
に
入
っ
て
い
る

の
が
宿
根
草
で
す
。 

 

毎
年
冬
前
に
葉
や
茎
な
ど
の

地
上
部
は
枯
れ
ま
す
が
、
根
は
生

き
て
い
て
翌
夏
に
は
再
び
葉
を

茂
ら
せ
花
を
咲
か
せ
ま
す
。 

 

大
き
く
変
化
す
る
世
の
中
に

相
反
し
て
、
季
節
ご
と
変
わ
ら
ぬ

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
宿
根
草
に

癒
さ
れ
ま
す
。 

 

 

次
号 

二
木 

亜
希
子
（
推
） 

『『
白白
とと
黒黒
』』  

短
27 

駒
村
（
櫛
原
）
美
晴 

約
20
年
ぶ
り
に
ピ
ア
ノ
の
練

習
を
再
開
し
て
か
ら
、
３
年
が
経

ち
ま
し
た
。
再
開
し
た
頃
は
、
指

が
全
く
動
か
な
く
な
っ
て
お
り
、

違
和
感
が
な
く
な
る
ま
で
半
年

以
上
か
か
り
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
を

弾
い
て
い
る
と
、
嫌
な
こ
と
も
忘

れ
ら
れ
る
の
で
あ
り
が
た
い
で

す
。
今
は
Ｊ
ポ
ッ
プ
ば
か
り
弾
い

て
い
ま
す
が
、
ま
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

も
弾
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
。 

 

次
号 

梶
川
（
木
村
）
は
ず
き
（
推
） 

『『
大大
人人
もも
無無
にに
なな
るる
時時
間間
』』  

短
28 

中
村
（
宮
島
）
美
代
子 

諏
訪
中
央
病
院 

子
供
が
手
芸
に
興
味
を
持
ち

始
め
、
い
ろ
い
ろ
と
一
緒
に
作
る

こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
消
し
ゴ
ム

は
ん
こ
、
宝
石
石
鹸
、
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
や
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
な
ど
、

や
っ
て
み
る
と
子
供
よ
り
熱
中

し
て
し
ま
う
こ
と
も
。
で
も
大
人

に
な
っ
て
か
ら
の
そ
ん
な
時
間

は
貴
重
で
す
。
少
し
ず
つ
残
る
材

料
を
気
に
し
つ
つ
も
、
好
奇
心
旺

盛
に
（
飽
き
っ
ぽ
い
？
）
あ
れ
こ

れ
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

 

次
号 

金
井
（
加
藤
）
あ
づ
み 

『『
好好
きき
なな
言言
葉葉
』』  

保
１ 

宇
納 

英
幸 

金
沢
医
科
大
学
病
院 

『
井
の
中
の
蛙
大
海
を
知
ら

ず
』
。
こ
れ
は
蛙
の
見
識
の
狭
さ

を
意
味
す
る
言
葉
だ
が
、
登
場
者

は
蛙
以
外
に
も
う
一
人
い
る
。
そ

れ
は
蛙
を
評
す
る
存
在
だ
。
そ
の

存
在
は
神
か
、
そ
れ
と
も
・
・
・

年
齢
上
指
導
す
る
機
会
も
増
え

た
が
、
後
輩
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多

い
。
自
分
が
違
う
水
槽
に
入
れ
ら

れ
て
い
る
蛙
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
。
そ
う
、
私
の
好
き
な
言
葉

は
角
度
を
変
え
る
で
あ
る
。 

 

次
号 

稲
村 

慶
太
（
推
） 

『『
おお
いい
しし
いい
ググ
ララ
スス
』』  

保
2 

加
藤 

好
洋 

聖
隷
浜
松
病
院 

今
回
は
お
酒
の
種
類
ご
と
に

揃
え
た
グ
ラ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

今
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
お
酒
を

自
宅
で
嗜
ん
で
き
ま
し
た
が
、
お

う
ち
時
間
が
長
く
な
る
中
、
こ
だ

わ
り
の
グ
ラ
ス
を
使
う
こ
と
で

一
段
と
お
い
し
く
飲
む
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
を
楽
し
め
る
よ
う
、

お
気
に
入
り
の
グ
ラ
ス
を
探
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

次
号 

柳
澤 

智 

されど空の青さを知る 

お店で飲むような雰囲気が 

味わえるグラスたち 

基礎練は大事だけど、 

面白くないんだよなあ 

ちなみに裁縫は大の苦手です 

大
き
く
育
っ
た
「
宿
根
フ
ロ
ッ
ク
ス
」 
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7 
 

『『rraa
dd
iikk

oo

でで
ララ
ジジ
オオ
』』  

保
３ 

栁
澤
（
矢
吹
）
唯 

我
が
家
で
は
、
毎
晩
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
「ra

d
ik

o
」
で
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な

が
ら
眠
り
ま
す
。
番
組
は
た
だ
１
つ
、

J
E

T
 
S

T
R

E
A

M

。
産
ま
れ
た
て
の

長
男
が
聞
い
て
い
る
か
は
さ
て
お
き
、

も
う
す
ぐ
５
歳
に
な
る
長
女
は
福
山

雅
治
の
声
に
酔
い
し
れ
（
て
る
か
も

さ
て
お
き
）
、
わ
た
し
は
福
山
雅
治
が

語
る
海
外
に
想
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

本
来
深
夜
０
時
の
放
送
で
す
が
、

ra
d
ik

o

な
ら
１
週
間
以
内
の
放
送
が

い
つ
で
も
聴
け
て
、
子
ど
も
た
ち
の

寝
か
し
つ
け
に
便
利
で
す
。
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
、
家
族
で
旅
行
で
き
る
日

が
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

次
号 

若
林 

泰
史
（
推
） 

 

『『
美美
味味
しし
いい
幸幸
せせ
』』  

保
５ 

小
林
（
大
和
）
秋
乃 

Ｊ
Ｒ
東
京
総
合
病
院 

コ
ロ
ナ
禍
で
気
軽
に
外
食
も

出
来
な
い
中
、
色
々
な
お
店
の
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
を
し
て
お
家
グ
ル

メ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
昨
年

10
月
に
出
産
し
た
長
女
の
お
食

い
初
め
に
は
、
夫
婦
で
お
気
に
入

り
の
日
本
料
理
屋
さ
ん
の
お
弁

当
を
注
文
。
お
店
の
大
将
か
ら
お

祝
い
に
立
派
な
晩
白
柚
（
熊
本
名

産
の
柑
橘
）
を
い
た
だ
き
大
感
激
。

心
温
ま
る
素
敵
な
お
祝
い
の
１

日
に
な
り
ま
し
た
。 

 

次
号 

橋
本 

真
里 

『『
筋筋
トト
レレ
』』  

保
7 

並
木 

宏
暢 

き
っ
か
け
は
、
昨
年
30
歳
と

い
う
節
目
を
迎
え
た
こ
と
で
す
。

こ
こ
数
年
で
だ
ら
し
な
く
な
っ

た
身
体
を
見
過
ご
せ
な
く
な
り
、

筋
ト
レ
を
始
め
よ
う
と
決
意
し

ま
し
た
。
自
宅
で
行
え
ば
、
コ
ロ

ナ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近

は
筋
肉
痛
に
も
慣
れ
、
筋
肉
痛
に

成
長
の
喜
び
を
感
じ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
心
身
と
も
に
ス
マ

ー
ト
な
大
人
を
目
指
し
、
日
々
筋

ト
レ
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。  

次
号 

表 

貴
文 

『『
料料
理理
動動
画画
をを
みみ
るる
ここ
とと
』』  

保
８ 

三
浦
（
岡
田
）
亜
佑
美 

家
で
の
食
事
が
増
え
た
た
め
、

何
を
作
る
か
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
す
。
そ
こ
でY

o
u

T
u

b
e

。
ケ

ー
キ
か
ら
唐
揚
げ
ま
で
、
沢
山
の

料
理
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
つ

難
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
見
る
だ

け
で
満
足
し
て
し
ま
う
為
、
登
録

チ
ャ
ン
ネ
ル
増
え
て
も
レ
パ
ー

ト
リ
ー
は
増
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
学
ん
だ
こ
と
は
、
だ
し

醤
油
が
最
強
な
こ
と
で
す
。 

 

次
号 

岡
本
（
岡
部
）
有
万 

『『
私私
のの
おお
気気
にに
入入
りり
』』  

保
9 

今
村 

真
子 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
楽
し
み
は
食

べ
る
こ
と
。
中
で
も
数
年
前
か
ら

ほ
う
じ
茶
ス
イ
ー
ツ
が
お
気
に

入
り
で
す
。
ほ
う
じ
茶
特
有
の
香

ば
し
い
香
り
に
癒
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

は
近
所
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
の
ほ

う
じ
茶
か
き
氷
で
す
。
夏
季
限
定

な
の
で
夏
の
楽
し
み
に
な
り
ま

し
た
。 

 

  

次
号 

三
浦
（
齋
藤
）
瞳 

マイダンベル 

大きな晩白柚（ばんぺいゆ）と
豪華なお弁当 

いつか作ろうと半年前に買った 
ケーキの型です 

ほ
う
じ
茶
と
マ
ン
ゴ
ー
の
か
き
氷 

 

近くの公園にて 
ちなみに去年の秋です 
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『『
高高
校校
以以
来来
のの
』』  

保
11 

鈴
木 

遥
佳 

コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
電
子

ピ
ア
ノ
を
購
入
し
ま
し
た
。
12

年
習
っ
て
い
た
の
で
少
し
は
弾

け
る
か
な
・
・
・
？
と
思
い
触
っ

た
ら
、
ブ
ラ
ン
ク
が
長
い
た
め
か

全
然
で
し
た
。
今
は
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
は
ま
っ
た
ミ
ス
チ

ル
を
は
じ
め
、
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
中

心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
弾
く
だ

け
で
な
く
、Y

o
u

T
u

b
e

で
ス
ト

リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
演
奏
を
見
る
の

も
楽
し
い
で
す
♪ 

 

次
号 

古
清
水 

千
咲 

『『
私私
のの
おお
気気
にに
入入
りり
』』  

保
12 

児
玉
（
内
藤
）
伊
緒
理 

 

私
の
お
気
に
入
り
は
、
家
の
近

く
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
す
。
５
面

あ
り
、
空
い
て
い
れ
ば
無
料
で
誰

で
も
使
う
こ
と
が
で
き
て
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
コ
ー
ト
な
の
で
コ

ー
ト
整
備
し
な
く
て
い
い
の
も

お
気
に
入
り
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

学
生
の
時
は
部
活
で
軟
式
テ

ニ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

硬
式
テ
ニ
ス
も
始
め
ま
し
た
。
新

し
い
趣
味
が
で
き
て
楽
し
い
で

す
。 

 

  

次
号 

宮
島
（
田
中
）
恵
理
奈 

『『
おお
気気
にに
入入
りり
のの
公公
園園
』』  

保
13 

川
瀬 

悠
斗 

株
式
会
社
ア
イ
ロ
ム
Ｅ
Ｃ 

私
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト

は
名
古
屋
市
の
鶴
舞
駅
か
ら
徒

歩
５
分
の
場
所
に
あ
る
鶴
舞
公

園
で
す
。
自
然
豊
か
な
公
園
で
、

休
日
に
は
イ
ベ
ン
ト
も
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
桜
や
バ
ラ
な
ど
様
々

な
花
が
育
て
ら
れ
て
お
り
、
四
季

を
通
し
て
多
く
の
草
花
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
ど
の
花
も
と
て
も

美
し
い
で
す
。
こ
ん
な
ご
時
世
だ

か
ら
こ
そ
、
美
し
い
自
然
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

次
号 

中
川 

真
優
子 

『『
波波
音音
がが
聴聴
ここ
ええ
るる
場場
所所
へへ
』』  

保
14 

吉
田 

諭
史 

私
の
趣
味
は
水
族
館
巡
り
で

す
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
で

は
、
人
が
密
集
す
る
水
族
館
は
行

く
事
を
た
め
ら
い
ま
す
。
代
わ
り

に
海
へ
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
機
会

が
増
え
ま
し
た
。
特
に
国
道
一
号

線
の
浜
名
バ
イ
パ
ス
周
辺
は
浜

名
湖
と
海
が
綺
麗
に
見
え
る
た

め
頻
繁
に
出
か
け
ま
す
。
そ
の
通

り
沿
い
に
あ
る
舞
阪
表
浜
公
園

は
人
が
少
な
く
海
に
近
い
お
す

す
め
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。  

次
号 

久
保
田 

翔
伍 

『『
ナナ
ンン
ババ
ーー
ププ
レレ
ーー
スス
』』  

保
1５ 

市
川 

友
喜 

信
州
大
学
大
学
院 

電
車
で
松
本
の
地
に
通
い
続

け
、
は
や
８
年
が
経
ち
ま
す
。
電

車
通
学
の
間
に
必
ず
行
う
よ
う

に
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

数
独
で
す
。
新
聞
の
と
あ
る
コ
ー

ナ
ー
に
数
独
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
め
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
し
づ
ら

い
状
況
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
気

分
転
換
に
数
独
を
解
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

次
号 

前
田 

健
吾 

鶴舞公園の中ノ島 

職場のピアノ 
今度院内コンサートで連弾することに 

舞阪表浜公園から見える海岸 

硬
式
テ
ニ
ス
の
ラ
ケ
ッ
ト
で
す 

問
題
を
作
っ
て
み
ま
し
た 
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■■
次次
号号  

編編
集集
委委
員員
会会
かか
らら
のの
推推
薦薦  

衛
6 
萩
原
（
真
田
）
百
合
子 

臨
1 

新
倉
（
宮
本
）
秀
雄 

短
1 

鬼
頭
（
加
藤
）
淳
子 

短
4 

杉
浦
（
武
田
）
文
子 

短
13 

笠
間 

睦
美 

短
14 

久
保
田
（
宮
崎
）
薫 

短
21 

山
口
（
岡
）
有
美 

短
23 

木
下
（
佐
藤
）
晃
代 

短
29 

足
立 

香
織 

保
4 

白
石 

琴
美 

保
6 

番
場
（
嶋
﨑
）
真
実 

保
10 

下
平 

貴
大 

 

次
号
の
原
稿
は
、
編
集
委
員
会

か
ら
あ
ら
た
め
て
封
書
等
に
よ

り
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

     

                       

『『（（
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
のの
））  

私私
のの
おお
気気
にに
入入
りり
』』  

編
集
委
員 

 

保
11 

金
井 

崚 

〇 

鬼
滅
の
刃
・
吾
峠
呼
世
晴 

時
は
、
大
正
。
人
間
が
住
む 

世
界
に
は
、
夜
に
潜
み
人
間
を 

く
ら
う
鬼
が
存
在
し
た
。
あ
る 

日
、
炭
を
焼
い
て
暮
ら
し
て
い 

た
主
人
公
・
炭
治
郎
は
妹
・
禰

豆
子
を
鬼
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
妹

を
人
間
に
戻
そ
う
と
鬼
と
戦
っ

て
い
く
物
語
。 

ア
ニ
メ
や
映
画
に
も
な
っ
て

い
て
、
有
名
な
の
で
知
っ
て
い
る

方
が
沢
山
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
物
語
に
出
て
く
る
鬼
に
は
「
上

弦
の
鬼
」
と
い
う
普
通
の
鬼
た
ち

よ
り
強
い
六
人
の
鬼
が
登
場
し

ま
す
。
こ
の
上
弦
の
鬼
の
モ
デ
ル

は
そ
れ
ぞ
れ
病
気
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。 

２
０
２
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア

ニ
メ
「
遊
郭
編
」
で
上
弦
の
堕
姫 

 

・
妓
夫
太
郎
と
戦
い
ま
す
。
こ
の

鬼
の
モ
デ
ル
は
梅
毒
だ 

と
考
え
ら
れ
て
い
ま 

す
。
理
由
と
し
て
は
、 

遊
郭
で
流
行
っ
た 

病
で
あ
る
こ
と
、 

堕
姫
の
本
名
が
「
梅
」 

で
あ
る
こ
と
、
妓
夫
太
郎 

の
幼
少
期
の
顔
は
先
天
性
梅
毒

の
特
徴
と
一
致
す
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

そ
う
な
る
と
、
鬼
滅
の
刃
で
は

人
と
鬼
の
戦
い
で
す
が
、
人
と
病

気
と
の
闘
い
と
も
な
る
わ
け
で

す
。
鬼
に
も
鬼
の
事
情
が
あ
り
、

そ
の
背
景
も
毎
回
感
情
移
入
し

て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
魅
力
で
も

あ
り
ま
す
。
現
実
で
は
コ
ロ
ナ
と

戦
い
続
け
る
医
療
者
は
さ
な
が

ら
鬼
殺
隊
と
も
見
え
ま
す
ね
。 

以
前
と
比
べ
長
く
な
っ
た
お

家
時
間
に
、
き
れ
い
な
映
像
と
感

動
す
る
音
楽
の
流
れ
る
ア
ニ
メ

や
映
画
が
お
す
す
め
で
す
。 

〇 

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン 

コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
を
し
な
く

な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
と

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
買
い
ま
し
た
。

本
格
的
な
も
の
で
は
な
く
、
高
反

発
素
材
の
入
っ
た
ク
ッ
シ
ョ
ン

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
十
分
程
度

足
踏
み
を
し
て
い
る
だ
け
で
も

ふ
く
ら
は
ぎ
に
効
い
て
き
ま
す
。

つ
い
で
に
、
腹
筋
ロ
ー
ラ
ー
で
コ

ロ
コ
ロ
し
て
い
る
と
少
し
運
動

し
た
気
に
な
れ
て
お
家
で
も
楽

し
め
ま
す
。 

 

 

 

次回の募集は 

「おすすめスポット」です。 

運動編 

漫画編 
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厚
労
省
臨
床
検
査
技
師
学
校
養
成
所
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
等
改
善
検
討
会
か
ら
２
０
２
０
年
４
月
に
報

告
書
（
以
下
報
告
書
）
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
基
づ
き
臨
床
検
査
技
師
教
育
で
は
２
０
２
２
年

入
学
生
か
ら
新
し
い
指
定
規
則
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
変
更
の
概
要
は
次
の
３
点
で
す
。 

①
指
定
規
則
及
び
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
教
育

単
位
数
を
現
行
の
９５
単
位
か
ら
１０２
単
位
と

す
る
（
特
に
臨
地
実
習
を
現
行
の
７
単
位
か
ら

１２
単
位
と
す
る
）
。 

②
信
州
大
学
が
含
ま
れ
る
科
目
指
定
校
で
は
、
告

示
で
定
め
る
科
目
を
整
理
し
従
来
の
１８
科
目

か
ら
１４
科
目
と
す
る
。 

③
臨
地
実
習
に
お
け
る
、
学
生
が
実
施
す
べ
き
基

本
的
行
為
、
分
野
毎
の
実
習
期
間
、
「
臨
地
実

習
前
の
技
能
修
得
到
達
度
評
価
」
の
実
施
、
臨

地
実
習
指
導
者
の
設
置
と
そ
の
要
件
（
臨
地
実

習
実
施
施
設
）
、
及
び
臨
地
実
習
調
整
者
の
配

置
（
養
成
校
）
。 

特
に
臨
地
実
習
に
お
い
て
は
、
従
来
学
生
が

実
施
す
る
こ
と
の
可
否
が
曖
昧
で
あ
っ
た
標

準
12
誘
導
心
電
図
や
ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
な

ど
を
患
者
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
が
明
確
化

さ
れ
ま
し
た
（
表表
）。
こ
れ
に
伴
い
養
成
施
設

に
お
い
て
は
、
実
施
に
必
要
な
技
能
・
態
度
を

備
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
「
臨
地

実
習
前
の
技
能
修
得
到
達
度
評
価
」
を
行
う
こ

と
が
１
単
位
規
程
化
さ
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
臨
地
実
習
施
設
に
お
い
て
は
参
加
型

臨
地
実
習
を
進
め
る
観
点
や
チ
ー
ム
医
療
へ

の
参
加
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
、
専
門
的

な
知
識
に
優
れ
、
臨
床
検
査
技
師
と
し
て
５
年

以
上
の
実
務
経
験
を
有
し
十
分
な
指
導
能
力

を
有
す
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
厚
労
省
が
定
め

る
基
準
を
満
た
す
講
習
会
を
修
了
し
た
者
、
す

な
わ
ち
「
臨
地
実
習
指
導
者
」
の
配
置
が
必
須

化
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
臨
床
検
査
学
教
育
協
議

会
と
日
本
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
は
「
臨
地
実

習
指
導
者
講
習
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
を
厚
労

省
よ
り
委
託
さ
れ
、
２
０
２
３
年
中
に
臨
地
実

施
担
当
施
設
に
１
名
の
「
臨
地
実
習
指
導
者
」

を
配
置
で
き
る
よ
う
に
２
０
２
１
年
秋
よ
り

講
習
会
が
開
始
い
た
し
ま
し
た
。 

                  

「
臨
地
実
習
指
導
者
講
習
会
に
つ
い
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

奥
村 

伸
生 

■■信信州州大大学学ににおおけけるる令令和和 44 年年度度臨臨地地実実習習のの予予定定  

（期間）令和 4 年 5 月 9 日〜7 月 29 日 計 12 週間 

（実習先施設） 

・信州大学医学部附属病院    ・相澤健康センター 

・松本協立病院         ・松本市立病院 

・安曇野赤十字病院       ・諏訪赤十字病院 

・長野県立こども病院      ・一ノ瀬脳神経外科病院 

・松本市医師会検査健診センター 
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分分類類  
臨臨地地実実習習ににおおいいてて  

必必ずず実実施施ささせせるる行行為為  

臨臨地地実実習習ににおおいいてて  

必必ずず見見学学ささせせるる行行為為  

生理学的検査 
標準１２誘導心電図検査 

肺機能検査（スパイロメトリー） 

ホルター心電図検査のための検査器具装着 

肺機能検査（スパイロメトリーを除く） 

脳波検査 

負荷心電図検査 

超音波検査（心臓、腹部） 

足関節上腕血圧比（ABI）検査 

検体検査 

血球計数検査 

血液塗抹標本作成と鏡検 

尿定性検査 

血液型検査 

培養・Gram 染色検査 

精度管理（免疫学的検査、血液学的検査、

病理学的検査、生化学的検査、尿・糞便等

一般検査、輸血・移植検査） 

メンテナンス作業（免疫学的検査、血液学

的検査、生化学的検査、尿・糞便等一般検

査） 

臓器切り出しと臓器写真撮影 

迅速標本作成から報告 

その他  

検査前の患者への説明（検査手順を含む） 

チーム医療（NST、ICT、糖尿病療養指導） 

検体採取 

■■令令和和 33 年年度度臨臨地地実実習習前前のの技技能能習習得得到到達達度度評評価価（（令令和和３３年年 44 月月撮撮影影））  

表表  臨臨地地実実習習ににおおいいてて学学生生にに必必ずず実実施施ささせせるる行行為為及及びび必必ずず見見学学ささせせるる行行為為（（臨臨床床検検査査技技師師  

学学校校養養成成所所指指定定規規則則  別別表表２２））  
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令
和
３
年
４
月
に
奥
村
伸
生
先

生
の
後
任
と
し
て
着
任
致
し
ま
し

た
、
山
内
一
由
と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

平
成
21
年 

３
月
に
信
州
大

学
医
学
部
附
属

病
院
臨
床
検
査

部
を
退
職
し
て

以
来
、
12
年
ぶ

り
の
信
大
勤
務

に
な
り
ま
す
。
正

直
言
っ
て
着
任

に
際
し
て
は
躊

躇
い
が
あ
り
ま

し
た
。
キ
ャ
リ
ア

の
終
盤
を
迎
え

つ
つ
あ
る
私
で

は
発
展
的
で
は

な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
れ
で
も
、

「
母
校
へ
の
恩
返
し
」
と
い
う
大

儀
過
ぎ
る
大
義
に
背
中
を
押
さ
れ
、

33
年
前
に
巣
立
っ
た
学
び
舎
に
帰

っ
て
き
ま
し
た
（
私
は
信
大
医
療

技
術
短
期
大
学
部
の

12

回
生
で

す
）
。 

 

帰
松
か
ら
８
ヵ
月
が
経
ち
、
当

初
の
戸
惑
い
や
遠
慮
は
何
処
へ
や

ら
、
今
で
は
む
し
ろ
図
々
し
い
態

度
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
信
大

の
伸
び
伸
び
と
し
た
気
風
と
懐
の

深
さ
の
お
蔭
か
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
学
生
諸
君
か
ら
も
ら
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
こ
こ
数
年
の 

ガ
ス

欠 

も
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

信
大
生
の
素
直
さ
、
真
面
目
さ
、

そ
し
て
臨
床
検
査
志
向
の
強
さ
に

感
心
さ
せ
ら
れ
、
彼
ら
の
キ
ャ
リ

ア
を
支
援
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
、
大
義
を

口
先
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
緊
張
感
も
持
ち
な
が

ら
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。 

 

臨
嶺
会
会
員
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

    

よ
う
こ
そ 

 

山
内 

一
由 

先
生 

平
成

21

年

〝　

〟
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前
任
の
藤
本
圭
作
教
授
の
後
任

と
し
て
、
令
和
３
年
４
月
よ
り
、

信
州
大
学
医
学
部
内
科
学
第
一
教

室
か
ら
同
医
学
部
保
健
学
科
検
査

技
術
科
学
専
攻
に

着
任
い
た
し
ま
し

た
、
安
尾 

将
法

（
や
す
お 

ま
さ

の
り
）
と
申
し
ま

す
。 

 

私
は
大
阪
府
の

出
身
で
卒
業
大
学

（
１
９
９
７
年

卒
）
と
大
学
院
が

信
州
大
学
と
な
り

ま
す
。
臨
床
医
と

し
て
大
学
卒
業
後
、

海
外
留
学
期
間
を

除
い
て
呼
吸
器
内

科
医
と
し
て
の
研

鑽
を
積
ん
で
参
り

ま
し
た
。
医
学
部

学
生
の
教
育
も
少

し
は
手
が
け
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
は
学
生
の
教

育
や
試
験
、
入
試
な
ど
の
業
務
が

メ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は

ま
だ
通
年
の
仕
事
を
覚
え
る
こ

と
・
こ
な
す
こ
と
に
エ
フ
ォ
ー
ト

が
割
か
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
文

字
通
り
、
「
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
」
状
態
の
中
、
最
初
の
１
、
２

回
、
対
面
講
義
を
行
っ
た
と
思
っ

た
ら
、C

O
V

ID
-
1

9

の
影
響
で
前

期
の
ほ
と
ん
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講

義
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
た

だ
、
一
般
的
に
学
生
さ
ん
の
オ
ン

ラ
イ
ン
講
義
に
対
す
る
印
象
は
悪

く
な
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
）
。

後
期
は
私
の
担
当
す
る
授
業
は
実

習
が
主
体
で
す
。
生
理
学
実
習
は

今
年
度
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

の
で
、
実
習
の
道
具
と
学
生
用
の

手
引
き
作
り
を
夏
期
に
行
い
ま
し

た
。
現
在
検
査
技
術
科
学
専
攻
の

先
生
方
に
助
け
て
も
ら
い
つ
つ
、

試
行
錯
誤
し
つ
つ
、
お
よ
そ
半
分

の
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
レ
ポ

ー
ト
の
評
価
な
ど
、
や
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

学
生
が
楽
し
そ
う
に
（
？
）
実
習

し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
と
り
あ

え
ず
は
良
か
っ
た
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
教
育
に
加
え
て
研
究
と
臨

床
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
検
査

の
他
の
先
生
方
は
す
ご
い
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
だ
な
と
思
い
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
地
歩
を
固
め
て
行
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

よ
う
こ
そ 

 

安
尾 

将
法 

先
生 
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事事事事務務務務局局局局かかかかららららののののおおおおししししららららせせせせ 

■■
カカ
ミミ
ンン
ググ
ホホ
ーー
ムム 

２
０
２
２
年
の
該
当
は
次
の
と
お
り

で
す
。 


 

卒卒
後後
1100
年年
：
保
健
学
科
７
期
生 

（
平
成
25
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
2200
年年
：
短
大
27
回
生 

（
平
成
15
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
3300
年年
：
短
大
17
回
生 

（
平
成
５
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
4400
年年
：
短
大
７
回
生 

（
昭
和
58
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
5500
年年
：
衛
生
６
回
生 

（
昭
和
48
年
3
月
卒
） 

 

臨
嶺
会
と
し
て
補
助
、
協
力
（
構
内
見

学
な
ど
）
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
同
級
会
の
開
催
は

難
し
い
で
す
が
、
す
で
に
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー

ム
の
該
当
年
が
過
ぎ
て
い
て
こ
れ
か
ら

同
級
会
を
開
催
す
る
学
年
に
つ
き
ま
し

て
も
、
補
助
を
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

■■
会会
費費
未未
納納
のの
方方
へへ 

臨
嶺
会
は
皆
様
の
会
費
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
費
未
納
の
方
に
現

在
は
未
納
金
額
の
お
知
ら
せ
を
同
封
い

た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
未
納
金
額
は
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
左
記
振

込
先
へ
納
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
カ
ミ
ン

グ
ホ
ー
ム
な
ど
の
際
に
納
入
の
お
願
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

振
込
先
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

 

口
座
番
号
：
０
０
５
２
０-

０-

２
０
１
８
７ 

加
入
者
名
：
「
臨
嶺
会
」 

  

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
衛
・
臨
・
短
何

回
生
、
会
員
番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。 

な
お
、
保
健
学
科
卒
業
生
は
保
健
学
科

同
窓
会
に
納
入
く
だ
さ
い
。 

   

■■
卒卒
業業
後後
のの
証証
明明
書書
申申
請請
方方
法法  

卒
業
証
明
書
、
成
績
証
明
書
等
の
申
込

み
は
、
郵
送
お
よ
び
窓
口
の
み
の
受
付
と

な
り
ま
す
。 

 

詳
細
は
「
信
州
大
学
医
学
部
保
健
学

科
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
各
種
証
明
書
」
の

「
卒
業
生
の
方
へ 

各
種
証
明
書
発
行

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

■■
事事
務務
局局
へへ
のの
連連
絡絡
方方
法法  

毎
年
、
転
居
先
不
明
で
戻
っ
て
く
る
会

報
が
多
数
あ
り
ま
す
。
改
姓
・
住
所
・・
勤

務
先
等
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

方
法
は
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、
封
書
い
ず

れ
で
も
結
構
で
す
。
そ
の
際
、
会
員
番
号

を
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

   

  

 

 

令和４年２月現在 
(  )内人数 

保保保保健健健健学学学学科科科科 1111６６６６期期期期生生生生    33334444 名名名名 
 就就就就職職職職：：：：11116666 名名名名 

日本赤十字社諏訪赤十字病院(1)、伊那中

央病院(1)、地方独立行政法人山形県酒田

市病院機構日本海総合病院(1)、医療法人 

徳洲会千葉西総合病院(1)、日本赤十字社

静岡赤十字病院(1)、磐田市立総合病院

(1)、社会医療法人大雄会総合大雄会病院

(1)、金沢医科大学病院(1)、三重県厚生

農業協同組合連合会(1)、一般財団法人住

友病院(1)、山口県立総合医療センター

(1)、九州大学病院(1)、株式会社医療シ

ステム研究所(1)  

 進進進進学学学学：：：：11118888 名名名名 

信州大学大学院医学系研究科保健学専攻

（修士課程）(13)、同医科学専攻（修士

課程）(1)、信州大学大学院総合理工学研

究科生命医工学専攻（修士課程）(1)、京

都大学大学院医学研究科社会健康医学系

専攻遺伝子カウンセラーコース（修士課

程）(1)、公益財団法人がん研究会有明病

院付設細胞検査士養成所(2) 

 

大大大大学学学学院院院院医医医医学学学学系系系系研研研研究究究究科科科科修修修修士士士士課課課課程程程程    
保保保保健健健健学学学学専専専専攻攻攻攻    修修修修了了了了生生生生 8888 名名名名 
 就就就就職職職職：：：：６６６６名名名名 

信州大学医学部附属病院(1)、千葉大学医

学部附属病院(1)、ホクト株式会社(1)、

積水メディカル株式会社(1)、株式会社セ

ック(1)、株式会社フィリップス・ジャパ

ン(1) 

 進進進進学学学学：：：：2222 名名名名 

信州大学大学院総合医理工学研究科（博

士課程）(2) 

 

大大大大学学学学院院院院総総総総合合合合医医医医理理理理工工工工学学学学研研研研究究究究科科科科博博博博士士士士
課課課課程程程程医医医医学学学学系系系系専専専専攻攻攻攻保保保保健健健健学学学学分分分分野野野野    修修修修了了了了
生生生生 1111 名名名名    
 就就就就職職職職：：：：1111 名名名名 

国立感染症研究所 薬剤耐性研究センタ

ー(1) 

令和４年 3 月卒業・修了 

卒卒卒卒業業業業生生生生のののの進進進進路路路路 



15

 

15 
 

22002211 年年ののででききごごとと 

 3 月 21 日（日）信大松本地区卒業式・学位記授与式 

祝賀会、謝恩会は中止 

4 月  4  日（日）信大入学式 

前期授業    対面講義とオンライン講義 開始 

９月 21 日（火）就職・進学支援セミナー （３年生対象、臨嶺会支援） 

講師   武井 佑佳さん （JA 長野松代総合病院 保 14 期生） 

鈴木 咲樹さん （飯田市立病院 保 12 期生） 

小林 純さん  （長野県立こども病院 保 7 期生） 

村山 範之さん （安曇野赤十字病院検査部 技師長） 

9 月 2２日（水）接遇対策セミナー（3 年生対象、臨嶺会支援） 

後期授業    対面講義とオンライン講義 再開 

 

 

 

 

編編
集集
後後
記記 

臨臨  嶺嶺  会会  会会  報報 
第第 44３３号号 

臨臨  嶺嶺  会会  事事  務務  局局  

〒390-8621 松本市旭 3-1-1 

信州大学医学部保健学科検査技術科学専攻 

Tel. 0263-37-2387（ダイヤルイン） 

Fax. 0263-37-2370（保健学科事務部） 

e-mail kensa@shinshu-u.ac.jp 

臨嶺会ホームページ  
http://www.mhoken.jp/rinreikai/ 

臨嶺会会長 奥村  伸生 
事務局  小穴  こず枝 

樋口  由美子 
平   千明 

新井  慎平 
編集委員会 武市  尚也 

金井  崚 
印刷  株式会社成進社印刷 

今
回
の
近
況
報
告
の
テ
ー
マ
は
「
（
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
）
私
の
お
気
に
入
り
」
と
な
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
生
活
様

式
が
大
き
く
変
わ
り
、
早

2
年
。
近
頃
、
私
も

や
っ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
を
見

据
え
た
新
し
い
日
常
に
慣
れ
始
め
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
で
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
お
気
に
入

り
が
私
に
も
新
し
く
で
き
ま
し
た
。 

そ
れ
は
低
温
調
理
器
で
す
。
も
と
も
と
お
酒

が
好
き
で
コ
ロ
ナ
禍
で
は
家
飲
み
の
機
会
が
増

え
て
い
ま
し
た
。
酒
の
肴
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
す
目
的
で
購
入
し
た
の
が
低
温
調
理
器
で

す
。
低
温
で
比
較
的
長
い
時
間
調
理
す
る
こ
と

で
、
肉
や
魚
の
み
ず
み
ず
し
さ
を
保
ち
、
ジ
ュ

ー
シ
ー
に
仕
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
焼
き
加

減
に
こ
だ
わ
ら
ず
大
雑
把
に
焼
く
か
煮
る
し
か

調
理
し
て
い
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
低
温
調

理
の
独
特
な
食
感
や
み
ず
み
ず
し
さ
は
、
画
期

的
で
し
た
。
あ
な
た
も
低
温
調
理
の
お
い
し
い

料
理
で
家
庭
の
テ
ー
ブ
ル
を
彩
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

最
後
に
本
会
誌
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

武
市 

尚
也 

就職・進学支援セミナー	 （３年生対象、臨嶺会支援）

　講師　武井　佑佳さん	 （JA 長野松代総合病院 保 14 期生）

　　　　鈴木　咲樹さん	 （飯田市立病院 保 12 期生）

　　　　小林　純さん	 （長野県立こども病院 保 7 期生）

　　　　村山　範之さん	 （安曇野赤十字病院検査部 技師長）

　

今
回
の
近
況
報
告
の
テ
ー
マ
は
「
（
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
）
私
の
お
気
に
入
り
」
と
な
り
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
生
活

様
式
が
大
き
く
変
わ
り
、
早
２
年
。
近
頃
、
私

も
や
っ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
を

見
据
え
た
新
し
い
日
常
に
慣
れ
始
め
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
お
気
に

入
り
が
私
に
も
新
し
く
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
低
温
調
理
器
で
す
。
も
と
も
と
お
酒

が
好
き
で
コ
ロ
ナ
禍
で
は
家
飲
み
の
機
会
が
増

え
て
い
ま
し
た
。
お
酒
の
肴
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
す
目
的
で
購
入
し
た
の
が
低
温
調
理
器

で
す
。
低
温
で
比
較
的
長
い
時
間
調
理
す
る
こ

と
で
、
肉
や
魚
の
み
ず
み
ず
し
さ
を
保
ち
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
に
仕
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
焼

き
加
減
に
こ
だ
わ
ら
ず
大
雑
把
に
焼
く
か
煮
る

し
か
調
理
し
て
い
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
低

温
調
理
の
独
特
な
食
感
や
み
ず
み
ず
し
さ
は
、

画
期
的
で
し
た
。
あ
な
た
も
低
温
調
理
の
お
い

し
い
料
理
で
家
庭
の
テ
ー
ブ
ル
を
彩
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

最
後
に
本
会
誌
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。


